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課題名

「ロックウールリサイクル材の有効利用研究開発」

日鉄環境エンジニアリング株式会社
株式会社響エコサイト
株式会社ソフィア
九州大学　大学院工学研究院

○

平成18・１9年度「福岡県リサイクル総合研究センター研究開発事業」
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ロックウールリサイクル材の有効利用研究開発

研究目的
建築現場、プラント建設・補修現場等の市中及びロックウール
生産工場から排出されるロックウール系廃材を分別回収し、成
分調整、固形化、粒度調整等を行うことにより、繊維状の集合
体からなる重金属処理材を生産し販売する

研究開発概要
　・ロックウールは、建築材料、断熱・保温材、農業用資材などに

使用され、その廃材が西日本地域で、年間約４万トン程度排出
されている

　・廃材ほ埋立処分されるが、嵩張るため処分場から搬入を拒否
されるなど、多額の処理費用が必要となっている

　・このため、ロックウール廃材等を排水処理材（重金属処理材）と
して加工、販売することを目的として、リサイクル製品の製造技
術を研究開発した
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　研究実施期間：平成18年4月～平成20年3月

　研究メンバーと担当　

研究のコーディネイトリサイクル総合研究センター

オブザーバー鹿児島大学理学部

オブザーバー近畿大学産業理工学部

リサイクル技術指導九州大学大学院工学研究院

重金属浄化技術の開発（株）ソフィア

製造技術の開発（株）響エコサイト

製造技術の開発日鉄環境エンジニアリング（株）
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対象廃棄物・未利用資源の現状

ロックウール：
　製鉄所の溶鉱炉から排出される製鉄スラグを主原料とし

　年間２７万トン生産

　アスベストの代替資材として使用（安全性は確認済み）

ロックウールの主要用途：
　建築用の耐火被覆材、天井板、断熱材⇒約１０万ｔ／年使用

　プラント設備用の保温材、断熱材、吸音材⇒約１０万ｔ／年使用

　農業用の人工培地、土壌改良材等

廃棄物の発生量：
　建築廃材、プラント系廃材、加工工場の端材＝１万ｔ／年

　生産工場の廃棄物＝西日本の４工場で３万ｔ／年程度発生

　　　⇒　ほとんどは、産業廃棄物として埋立て処分
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重金属処理材原料としてのロックウール廃材
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原料として使用する廃棄物

加工工場端材 ﾌﾟﾗﾝﾄ廃材（ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ） ﾌﾟﾗﾝﾄ廃材（板)

生産工場廃棄物 耐火被覆材落綿
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ロックウールリサイクルシステムの概要

　分別回収技術  ロックウール系

廃材 

（耐火落綿） 

 ロックウール系

廃材 

（ﾌﾟﾗﾝﾄ廃材） 

 ロックウール系

廃材 

（工場廃材） 

  

  ↓  ↓  ↓   

粉砕・分級技術  異物除去装置  異物除去装置  異物除去装置   

  ↓  ↓  ↓   

解繊混合技術  →→→→ → 解繊混合装置 ← ←←←←←←←← ← 成分調整材 

    ↓     

造粒技術    造粒装置 ← ←←←←←←←← ← 浄水 

    ↓     

乾燥技術    乾燥機     

    ↓     

    ロックウール系 

重金属処理材 
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ロックウール廃材の発生状況

プラント廃材

ロックウール生産工場の廃棄物
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ﾛｯｸｳｰﾙ ⇒  異物除去 ⇒ 圧縮・粉砕 ⇒ ﾘｻｲｸﾙﾛｯｸｳｰﾙ 

廃棄物  （手選別）    （中間製品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾘｻｲｸﾙﾛｯｸｳｰﾙ ⇒    

    混合ﾐｷｻｰ  製品 

重金属吸着材 ⇒ （解繊・混合・ ⇒ 梱包・出荷 

    活性化反応）  製品検査 

反応助剤 ⇒    

 

ロックウールリサイクルの流れ
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主要製造装置（混合ミキサー）
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マインエースの電子顕微鏡写真

ロックウール系重金属処理材の微細構造
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開発した製品の内容

製品名 主要浄化対策 用途 

ｼｭﾍﾞﾌｧｲﾊﾞｰK 砒素･ﾘﾝ･ｾﾚﾝ・ｳﾗﾝ 吸着層工法・排水処理

ﾌﾖｳﾌｧｲﾊﾞｰK 鉛・ｶﾄﾞﾐｳﾑ・砒素・ｾﾚﾝ 吸着層工法・排水処理

ﾏｲﾝｴｰｽK 鉄・ﾏﾝｶﾞﾝ・銅･亜鉛・砒素 廃水処理・赤水対策 

 

ﾏｲﾝｴｰｽ　　ﾌﾖｳﾌｧｲﾊﾞｰ　 ｼｭﾍﾞﾌｧｲﾊﾞｰ
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汚染土
As,Pb,Cd

トンネル掘削

吸着層工法

掘削土利用

現場再利用

築堤造営

×

（特　長）
汚染土の現場再利用　 ⇒　 環境に優しい
・不溶化技術で安全　　 　　　 建設コスト削減

・場外運搬なし　　　　　　　　　 工期短縮
・管理型処分場不要

吸着層工法による重金属対策のフロー図
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道路面

覆土

重金属含有土 観測井戸

重金属吸着層

重金属汚染　浸透水

浄化された浸透水

吸着層工法による重金属対策のしくみ
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吸着層工法の施工状況
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暗渠工法の施工状況及び暗渠管の閉塞防止

疎水材

マインエース
暗渠管

暗渠管内の鉄系沈殿物
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暗渠工法の施工断面図
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排水中の重金属の浄化、暗渠管の閉塞防止
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人工湿地法、カラム法による排水中の重金属処理

資材を排水に接触させるだけで浄化可能
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カラム法による鉄浄化試験

未使用状態

ｶﾗﾑ上段 ｶﾗﾑ中段 ｶﾗﾑ下段 受け皿
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ODAチリ国鉱山省調査官の視察

砒素除去装置
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人工湿地法による湧水中の鉄・ﾏﾝｶﾞﾝ除去

水量 ｐH Fe2＋ Mn

原水 ６８
ｍ3/日

6.0 4.9 7.2

処理水 7.2 3.6 1.9
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期待される成果

◎ロックウール系廃材の回収量：９００ｔ／年（H.23年度）　

◎重金属処理材の生産量：９００ｔ／年（H.23年度）

１．産業廃棄物の減少量：

⇒　回収量９００ｔ／年－廃棄量９０ｔ／年　＝ ８１０ｔ／年

２．産業廃棄物処理費の低減金額：

　生産工場廃材：６，０００円／ｔ×６４８ｔ

　　 落綿・プラント廃材・工場端材：４０，０００円／m3×１６２ｔ

⇒ １２，８００円／ｔ×８１０ｔ／年　＝１，０３４万円／年

３．ロックウール系重金属処理材の販売利益、雇用の創出　
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ロックウール系重金属処理材の需要見込み

九州南部、西日本650吸着層工法ﾌﾖｳﾌｧｲﾊﾞｰK

九州北部、西日本100鉱山廃水処理

5,600

2,000

285

170

50

数量

ﾄﾝ

九州南部汚染土壌対策

九州中部汚染土壌対策

九州南部、西日本、中
部日本

吸着層工法ｼｭﾍﾞﾌｧｲﾊﾞｰK

九州北部、西日本赤水・鉄分対策

中部日本暗渠工法ﾏｲﾝｴｰｽK

主要施工場所用途種類
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ロックウール・スラグ系材料のリサイクル概念図

建設会社

製鉄所

重金属除去
　ｼｽﾃﾑ

ﾛｯｸｳｰﾙ

重金属回収


